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日本看護倫理学会第10回年次大会を大分県大

分市で開催させていただくことになりまし

た。今年大きな震災にあわれた熊本県の皆様

には隣県よりお見舞い申し上げます。また第

10回という節目の大会を開催させていただく

にあたり、会員、理事会、関係者の皆様方の

ご支援に感謝申し上げます。 

 大会は平成29年5月20（土）21（日）日にホ

ルトホール大分にて行います。大会テーマは

「看護の新たな歩みを支える倫理」といたし

ました。平成26年に医療介護総合確保推進法

が成立し、診療の補助のうち一定の行為を

「特定行為」として、手順書により行う看護

師の研修制度が創設されました。この制度に

よって、医師の直接指示を待つことなく患者

にタイムリーに必要な医療を看護師の判断で

提供することが可能となりました。このこと

は事実上の看護師の役割拡大といえます。   

 ただ今回の法の改正と役割拡大にあたって

は、看護師がその責任を果たす倫理的な基盤

をしっかりともっていることが必要と考えま

す。そこで、あらためて看護の役割とそれを

担う看護の倫理的姿勢について考える場とし

たいと考えております。大分県は特定行為研

修が制度化される試行段階から大学院にてNP

教育を始めた大学をもつ先進県でもありま

す。ここ大分で日本看護倫理学会年次大会を

開催し、特定行為と看護倫理を考えることは

非常に意味深いことだと思っております。さ

らに大会では、特定行為に限らず、日々の看

護実践での事例検討会を設けます。日頃の実

践・研究など皆様方の発信と交流の場とでき

るよう準備を進めております。 

 大分は海よし山よし味力も満載です。日本

一のおんせん県大分で身も心も思考もリフ

レッシュしていただけるのではないでしょう

か。関係者一同多くの皆様のご参加をお待ち

しております。 

          大会長 小野 美喜 

日本看護倫理学会会員情報誌 

会期：2017年5月20日                 

         ～21日 

会場：ホルトホール大分 

☆日本看護倫理学会は2017年に10周年を迎えます。疾病構造の変化と共に医療制度が激変していく中、臨床現場における倫理的課題も変化

してきています。そして近年多発する災害の現場や過酷を極める労働者の職場環境等、看護倫理学会の見つめる現場がさらに広がってきてい

ます。 10周年を迎えて、更なる発展を祈念し、学会のロゴを募集します。ふるってご応募下さい。 

賞金 10万円！！応募期間 2017年1月1日～1月31日  

応募方法等 詳細は、ＨＰ（http://jnea.net/）をご覧ください。 

日本看護倫理学会  ロゴマーク募集！！  

JNEA： Japan Nursing Ethics Association 



活動報告 

第三期学会役員のご紹介 

理事長   長谷川美栄子（臨床倫理ガイドライ

ン検討委員会）                           

副理事長  八代 利香（編集委員会） 

理事     安藤 広子（会計） 

        北村 愛子（学術活動推進委員会） 

        久保田 聰美（広報委員会／日本

看護系学会協議会） 

        坂田 三允（編集委員会） 

        鶴若 麻理（臨床倫理ガイドライン

検討委員会／学術活動推進委員会） 

        山下 早苗（庶務／日本看護系学

会協議会） 

        永易 裕子（会計） 

        浦出 美緒（庶務／日本看護系学

会協議会） 

  監事    小島 操子（学術活動推進委員会） 

  監事    佐伯 恭子 

＊評議員はHPよりご確認ください。入会に

あたり評議員の推薦が必要な方がいらっ

しゃいましたら、お近くの評議員とご連絡を

お取りください。 

編集後記 

 広報委員会では、このニュースレターをは

じめとしてＨＰも充実し、会員の皆様へ「看

護倫理」に関わる有用な情報を発信してい

きたいと考えています。また 会員の皆様か

らのご意見、ご要望も受付中です。よろしく

お願いいたします。 

広報委員会委員長 久保田 聰美      

広報委員     ウイリアムソン彰子   

広報委員     小笹 由香 

臨 床 倫 理 ガ イド ラ イン 検 討 委 員 会 の 活 動 報 告  

 臨床倫理ガイドライン検討委員会では、昨年（2015年）「医療・看護を受

ける高齢者の尊厳を守るガイドライン」「身体拘束予防ガイドライン」を完

成させ、本学会ホームページ（http://jnea.net/）に公開しました。本年度

は、ガイドラインの普及・活用の活性化を活動目標に、学会発表、執筆・講

演活動、学会誌投稿などを行っています。 

本学会第9回年次大会では、このガイドラインをテーマに口演発表「日本看

護倫理学会臨床倫理ガイドラインの試行の状況と試行参加者の反応の変

化」、交流集会「日本看護倫理学会臨床倫理ガイドラインの解説と試行実施

状況報告」を行い、ガイドラインがあると自信をもって施設全体に広められ

る、教育や実践に役立つ、看護管理者のリーダーシップが大切、等の意見が

ありました。 

 執筆・講演活動では、雑誌「患者安全推進ジャーナル」「コミュニティケ

ア」「呼吸・循環ケア」に執筆、消化器内視鏡セミナー「看護倫理」（金沢

市）で講演を行いました。 

 今後は、ガイドラインをより充実した内容にしていきたいと思いますの

で、皆様の現場での活用状況やご意見などを学会事務局宛てにお寄せいただ

きましたら幸いです。 

                       委員長 長谷川美栄子 

事 務 局 移 転 の お知 ら せ  

2016年7月より、日本看護倫理学会事務局は株式会社国際文献社へ移転い

たしました。 

 

■事務局連絡先 

--------------------------------------------------- 

〒162-0801 

東京都新宿区山吹町358-5アカデミーセンター 

株式会社国際文献社内 

TEL：03-5937-5644 ／ FAX：03-3368-2822 

E-mail：jnea-post@bunken.co.jp 

--------------------------------------------------- 

M E D I C A L  F I N D E R の 更 新 に つ い て  

 本学会では、会員サービスの一環として、医学書院の学術誌閲覧サー

ビス『Medical Finder』を提供しています。 

 本学会員であれば無料で利用することができます。ご利用方法は学会

HPに掲載しておりますので、ご活用ください。 

 なお、本サービスのご利用に必要なアクセストークン用の本会専用URL

は以下のとおりです。（2017年12月31日まで） 

  http://medicalfinder.jp/r/JNEA17  


